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はじめに
「グレート・アクセラレーション︓生成 AIに対する CIOの視点」は、Databricks の協力のもと、MITテク
ノロジーレビュー・インサイトが制作したものです。本レポートの執筆にあたり、MITテクノロジーレ
ビュー・インサイトでは、2023年4月から5月にかけて、シニアエグゼクティブや専門家を対象に詳細な
インタビューを 7回に分けて実施し、技術リーダーがエンタープライズ AI戦略の一環として最新の生成
AIツールの活用状況を調査しました。本レポートには、データおよび技術部門のシニアエグゼクティブ計 
600 名を対象に、MITテクノロジーレビュー・インサイトが 2022年 5月から 6月にかけて実施したグ
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2
022 年後半から 2023 年初頭にかけて、一
般消費者向けの生成AIツールが出現したこ
とで、AI の影響力と可能性についての関心
が高まり、公共の議論が大きく変化してる。
生成 AIは、GPT-2が発表された 2019年以

来、専門家の間では話題を呼んでいたが、企業がその革
新的な可能性に気づいたのはつい最近のことだ。生成
AI の登場による衝撃と波及効果は、今後数十年にわ
たって反響を呼び、経済や企業に革新的な影響を及ぼ
すであろう。

マッキンゼー・グローバル・インスティチュートは、生成AI
は世界経済に年間 2.6兆ドル～4.4兆ドルの価値をもたら
し、AIによる総合的な経済効果を 15%～40%増大させる
と予測している。１同社は、2040年～2060年の間に全業
務の 50%が AIによって自動化されると予測していたが、

0101エグゼクティブサマリー

生成 AIの登場により、従来予測した時期よりも 10年早ま
ると見込んでいる。ゴールドマン・サックスは、生成 AIに
よって世界のGDPは 7%（約 7兆ドル）増大し、米国の職業
の 3分の 2が AIによる自動化の影響を受けると予測して
いる。2

広く利用されている ChatGPTのようなテキスト生成 AI 
システムは、大規模言語モデル（LLM）に基づいて構築され
ている。LLMは、膨大なデータコーパスを学習し、統計的
推論に基づいて質問への回答やタスクの実行を行う。検索
や合成によって回答するのではなく、数理モデルによって
次の言葉や出力を予測する。3

「デスクトップコンピュータ出現以来の大きな影響力を 
もたらすのではないでしょうか。」

マサチューセッツ工科大学 准教授 
MosaicML 創業アドバイザー 
マイケル・カービン（Michael Carbin）氏
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• 非構造化データをはじめとする膨大な量の非活用データ
の活用が可能になり、新たなビジネス価値を創出する。 
従来の AIプロジェクトは、既に多くの構造化データが準
備されたユースケースに基づいており、さまざまなデー
タセットの収集、注釈付け、統合の複雑さが、AIの広範な
活用の障壁となっていた。一方、生成 AIは、かつてはアク
セスできなかったデータにアクセスし、活用する。この新
たな能力は、組織全体に大きな価値をもたらすであろう。

• 生成 AIの時代には、柔軟性とスケーラビリティ、効率性
を備えたデータインフラが必要である。CIOや技術リー
ダーは、次世代のデータインフラを導入し、AIを用いた新
たな取り組みの強化を図っている。データレイクハウス
をはじめとする高度なアプローチは、データと分析への
アクセスを民主化し、セキュリティを強化し、低コストの
ストレージと高性能クエリを組み合わせることができる。

• 一部の組織では、自社のデータと IPの有効活用と保護を
目的として、オープンソースのテクノロジーを活用して
独自の LLMを構築している。CIOは、秘密情報の漏えい
や、自社で制御できないプラットフォームへの依存など、
サードパーティサービスを利用することによる限界やリ
スクを既に認識している。また、LLMをカスタマイズす
ることで、小規模なモデルからも価値創出の機会が得ら
れると考えている。リスク、競争優位性、ガバナンスを慎
重に考慮したうえで最適な戦略的バランスをとる組織が
成功を収めるであろう。

• 自動化への懸念は無視できないが、ディストピア的な予
測は誇張である。生成 AIツールは既に複雑で多様なワー
クロードを処理しており、本レポートのインタビューに
回答した CIOや学者は、大規模な自動化による脅威は予
測していない。むしろ、多くの従業員が時間のかかる業務
から解放され、インサイトや戦略、ビジネス価値など、よ
り重要な領域に注力できるようになると考えている。

• 一貫性のある統合されたガバナンス機能は、AI活用の迅
速化に重要な役割を担う。生成 AIは、商業的・社会的なリ
スクをもたらすおそれがある。例えば、社外秘の知的財産
や著作権の侵害、信頼性の低い結果や説明不可能な結果、
有害なコンテンツなどがリスクとなる。規制に反せず、 
規制の改訂に対して先走ることもなく、迅速なイノベー
ションを実現するには、CIOは、技術、プロセス、制度へ
の投資を行い、生成 AIに特化したガバナンスの課題に取
り組む必要がある。 

MosaicML 創業アドバイザーであり、マサチューセッツ工
科大学で准教授を務めるマイケル・カービン（Michael 
Carbin）氏は次のように述べている。「ChatGPTを初めて
使ったとき、会話力の高さに驚きました。はじめてコン
ピュータが私の言いたいことを理解してくれた、はじめて
コンピュータとコミュニケーションが取れた。そんな気持
ちになりました。私たちは今、私たちの言語をマシンが理
解するものに変換できるようになりました。デスクトップ
コンピュータ出現以来の大きな影響力をもたらすのではな
いでしょうか。」

AIの戦略的重要性は、生成AIが注目されるようになる前か
ら認識されていたが、2022年の調査では、CIOたちは、AI
の活用に関してそれほど大きな野心を抱いてはいなかった。
94%の組織が何らかの形で AIを利用していたのに対し、
2025年までに全社的な AI活用をめざしていた組織はわず
か 14%であった。しかし、生成 AIツールの出現によって、
AI活用の民主化という効果がもたらされつつある。エン
タープライズのあらゆる業務に AIが普及し、従業員のサ
ポートや、顧客エンゲージメントの強化に利用される。 
従来は特定のユースケースに閉じて利用されていた AIテ
クノロジーは、モダンエンタープライズを確実に支える存
在となるか否かの転換期を迎えている。

このような転換期において、CIOや技術リーダーには断固
とした決断が求められる。生成 AIを受け入れることで機会
を逃さず競争力を高めると同時に、組織の成功に長期的な
効果をもたらすためには、データインフラやモデルの帰属
権、人員の構成、AIガバナンスに関する戦略的な意思決定
が必要となる。

本レポートでは、世界有数の大企業や有名企業の CIO、公
共機関、学術界の専門家による最新の考え方を考察する。
考察の内容は、データおよび技術部門のエグゼクティブ計 
600 名を対象に実施した AIに関するグローバル調査の結
果に基づくものである。4

今回の調査で明らかになった主要な知見は次のとおりで 
ある。

• 生成 AI と LLM によって AI へのアクセスが民主化し、 
エンタープライズ規模での AI活用の本格化が始まろうと
している。新たに出現したユースケースの可能性に後押
しされ、AIは、パイロットプロジェクトあるいは遠い存在
の「卓越の島（islands of excellence）」から、組織のワー
クフローに統合される機能へと変わりつつある。現在で
は企業からの「デマンドプル」が発生しており、テクノロ
ジー企業はもはや AIのアイデアを売り込む必要がない。
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0202AIの急速な普及

出典︓「Retail in the Age of Generative AI」5、「The Great Unlock: Large Language Models in Manufacturing」6、「Generative AI Is Everything Everywhere, All at Once」7、 
「Large Language Models in Media & Entertainment」8、Databricks、2023年 4月～6月（これらの資料に記載されている情報をもとに、MIT テクノロジーレビュー・ 
インサイトにより編纂）

生成 AI

図 1︓生成 AI のエンタープライズアプリケーションとユースケース
生成 AIの価値がビジネス機能に活用されている一部の例

複雑なシナリオにおける予測

膨大な量の非構造化データの分析

多数のプロダクションシステムから 
収集した主要な指標の累計調査

レポーティングのためのテキストや 
チャートの自動生成

運営上の懸念事項の分析 
（インベントリ、人員配置その他）

価格戦略の最適化

契約書、発注書、請求書の自動生成と自動対応

ユーザーの嗜好や行動その他の 
文脈的手がかりの理解

顧客サービスの自動化と 
パーソナライズ

過去および未解決の 
サポートチケットからの学習

HAIのためのインテリジェントな 
スクリプトの生成

マーケティングのパーソナライズ施策

広告ターゲティングの精度と効果の向上

セキュリティ脅威やアカウント乗っ取りの 
予兆を検知

フィッシング詐欺やソーシャルエンジニアリングの 
検知のためのコミュニケーション分析

生
成 AI は、柔軟性や広範な用途、使いや
す さ、自 然 言 語 ベ ース の イ ン タ ー
フェースといった特長を備え、あらゆ
る場面で力を発揮している。生成 AI の
潜在能力は、さまざまな業界や業務の

ありかたに変革をもたらし、パーソナルコンピュータ
やインターネット、スマートフォンに匹敵する大きな
影響を持つ可能性がある。生成 AI により、かつてない
新たなビジネスモデルが立ち上がり、新たな業界リー
ダーが誕生し、以前の働きかたを思い出すのが困難に
なるほど激的な変化が生まれることが予想される（図 1、
2 参照）。

生成 AIの能力と可能性が突如として注目を集めているこ
とは、AIに対する企業の考え方が著しい変化したことを示
している。最近まで、AI導入の傾向は業界や企業内の機能
でばらつきがあった。
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2022年に実施した調査では、AIが重要な役割を担ってい
る業務部門が 3つ以上あると回答した企業は、わずか 8%
であった。また、AIが業務において重要な役割を担ってい
る、または AIを業務で広く利用していると回答者の半数以
上が答えたのは、財務および IT部門のみであった。

生成 AIの出現以前は、主要な業務において AIが不可欠な 
要素となっている、あるいはそれをめざしていると回答し
た組織はごく少数であった。回答者の94%の組織が既に何
らかの形でAIを活用していたが、2025年までに、少なくと
も5つの基幹業務においてAIが重要な役割を果たすことを
意味する「全社的な AI活用」の実現をめざしていた企業は
14%に過ぎなかった（図 3、4参照）。

しかし今、生成AIによってAIを取り巻く状況は変わりつつ
ある。AIはさまざまな業務に活用できること、全社的な普
及が可能であることが示されている。これまで人間ならで
はと考えられていたクリエイティブな領域にも、AIは確実
に進出している。一例として、Adobeでは、画像やデザイ
ンの作成において有能な助手の役割を果たすクリエイティ

ブ生成 AI モデルのファミリー Firefly を発表している。
Adobeでシニア VP兼最高情報責任者を務めるシンシア・
ストッダート（Cynthia Stoddard）氏によれば、Firefly
ツールでは、欲しいイメージをテキストで指示することで、
既存画像の色彩の編集や、新規画像の生成、新しいオブ
ジェクトの挿入や削除ができる。

また、エネルギー・化学業界では、これまで適用できなかっ
た領域に AIを展開している。一例として、多業種巨大企業
のデュポンでは、以前から従業員および消費者とのイン
ターフェースとしてチャットボットの開発に取り組んでき
たが、精度の低さという課題を抱えていた。デュポンで
ウォーター＆プロテクション部門 VP兼最高情報責任者を
務めるアンドリュー・ブライトン（Andrew Blyton）氏は次
のように述べている。「LLMは、正確度を高める能力を取得
しつつあり、求められる正確さをより迅速に達成できるよ
うに進化しています。」同社は現在、生産スケジュールの作
成、信頼性予測、メンテナンス、販売価格の最適化にAIを活
用している。

図 2︓業界に特化した活用目的とユースケース
あらゆる業界・業態が、生成 AIテクノロジーの独自のユースケースを見出していくことが予測される。

出典︓「Retail in the Age of Generative AI」9、「The Great Unlock: Large Language Models in Manufacturing」10、「Generative AI Is Everything Everywhere, All at Once」11、
「Large Language Models in Media & Entertainment」12、Databricks、2023年 4月～6月（これらの資料に記載されている情報をもとに、MIT テクノロジーレビュー・ 
インサイトにより編纂）

• 潜在的な取引シグナルの検知と、リスクのあるポジション
の警告

• 引き受け判断の迅速化

• レガシーシステムの最適化と再構築

• 銀行・保険モデルのリバースエンジニアリング

• 潜在的な金融犯罪や不正を特定するための監視

• コンプライアンスのためのデータ収集の自動化

• 公開されている企業情報からのインサイトの抽出

• インテリジェントな検索とコンテンツ発見のカスタマイズ

• エンゲージメントを高める見出しやコピーの生成

• コンテンツの品質に関するリアルタイムなフィードバック

• パーソナライズされたプレイリスト、ニュースダイジェスト、 

推薦のキュレーション

• 視聴者の選択をベースにしたインタラクティブなストーリー 

テリング

• ターゲットを絞ったオファーとサブスクリプションプラン
の作成

• 技術者のためのエキスパート支援システム

• マシンとの会話型インタラクション

• 規範的かつプロアクティブなフィールドサービス

• 自然言語によるトラブルシューティング

• 保証状況とドキュメントの評価

• プロセスのボトルネックの特定とリカバリ戦略の発案

• バーチャル試着室の提供

• 配送と配置のスケジューリング

• 店内での商品検索の支援

• 需要予測とインベントリ計画の最適化

• 斬新な製品デザイン

       リテール・消費財           製造

      メディア・エンターテイメント           金融サービス
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図 3︓AI活用の転換期
生成 AIの出現以前は、AIが自社の何らかの業務で重要な役割を担っていると回答した組織はごく少数であった。

利用していない

広範なユースケースで利用している

試験的に利用している

AIが重要な役割を担っている

限定的なユースケースで利用している

該当しない／わからない

部門別の AI利用状況（2022年）

マーケティング・広告

営業

財務

製品開発

IT

人事 

サプライチェーン・製造

6% 14% 25% 46% 8%

4% 26% 46% 3%

4% 34% 37% 20% 5%

6% 17% 42% 23% 11%

4% 19% 42% 23% 10% 2%

9% 22% 47% 20%2%

6% 16% 32% 34% 1%11%

20%

図 4︓AIに対する限定的な期待
生成 AIの出現以前は、2025年までに AIを主要な業務において不可欠な要素とすることをめざすと回答した組織はごく少数で 

あった。

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査（2022年）

部門別の AI利用状況（2025年の予測）

マーケティング・広告

営業

財務

製品開発

IT

人事 

サプライチェーン・製造

12% 21% 44% 20%

12% 26% 37% 24%2%

10% 22% 21% 43%3%

13% 18% 46% 21%

9% 17% 22% 49%

11% 19% 39% 27%

4% 8% 18% 30% 38%

2%

2%

3%

3%
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言語モデルは、構造化データをはるかに価値の高いものに
変換できる可能性を持っている。

石油大手のシェルで情報デジタルサービス・オペレーショ
ン部門シニア VP兼最高情報責任者を務めるオーウェン・
オコネル（Owen OʼConnell）氏もこれに同意している。 
「これまでリポジトリに格納されていた多くの文書が統合
されるようになり、AIのメリットを感じ始めています。」
同社は、さまざまな法域におよぶ法律、規則、人事の文書業
務の効率化や、非構造化データからの人事採用や業績など
に関する知見の取得にも AIを活用している。

多国籍企業であり、数十年にわたって蓄積された情報資産
を保有するデュポンは、これまでデジタルインフラの統合
が困難であった。度重なる合併や買収により、ITアーキテ
クチャは断片化し、リサーチや開発情報、工場の設計指示
書といった重要な文書がオフラインのプロプライエタリな
ファイルタイプで保存され、閲覧できなくなっていた。
「LLMを活用することで、これらの文書を確認することは
可能だろうか︖モデルをトレーニングすれば、この膨大な
文書に眠っている知見を掘り起こすことはできるだろう
か︖このように自問した私たちは、明らかに適用すべき
ユースケースであると考えました。」とブライトン氏はいう。

ヘルスケア領域における AI活用に対する高い期待
医療・ヘルスケアは極めて人間中心の領域であるが、
ここもまた、AI利用の有望な実験の場となってきて 
いる。研究室では、タンパク質の構造の予測や、創薬支
援、新型コロナウィルスなどの集団感染拡大の追跡に
おいて、AIを搭載したツールの実力が証明されている。
生成 AIは、最前線にいるスタッフの強力なアシスタン
トになると有望視されている。例えば、自然言語処理
ツールを利用することで、治療記録の文書化や要約を
行い、チャットボットをトレーニングして患者からの
医療に関する質問に答えさせることも可能である。

米軍退役軍人の医療を管理する米国退役軍人省  
カンザスシティ VA メディカルセンターのヘルス 
インフォマティクス最高責任者および、同省国立 AI 
研究所の AIソリューションアーキテクトを兼務する 
リチャード・スペンサー・シェーファー（Richard 
Spencer Schaefer）氏は、自動化と予測分析の機能が
この領域に役立つと大きな期待を寄せている。

米国退役軍人省では最近、患者が入院後 24時間以内
に、より高度な治療に移されるリスクを判定するモデ

ルの実証を行った。「このモデルを使用することで、 
精度と予測可能性が大幅に向上し、死亡率の大幅な低
下が期待できることがわかりました。」（シェーファー
氏談）

シェーファー氏はさらに、AIの活用による業務の小さ
な改善の積み重ねが医療従事者の負担を軽減し、信頼
関係を向上させると期待している。シェーファー氏に
よれば、ヘルスケアの領域で AIの導入が特に急速に進
んでいるのは、限定的な自動処理の改善においてであ
る。例えば、米国退役軍人省では、医療センターでの不
要な警告やアラートを軽減する AIプロジェクトに取
り組んでいる。機械学習モデルの活用によって医療従
事者介入のしきい値を患者中心の動的なものにするこ
とで、介入の最適化が図れる。従来の通知システムの
静的なガードレールやしきい値に依存する必要がなく
なる。「これを実現するためには、医療従事者との間に
信頼関係を築き、AIの利用価値を理解してもらうこと
が必要です。」（シェーファー氏談）

「LLMは、正確度を高める能力を取得しつつあり、 
求められる正確さをより迅速に達成できるように進化しています。」

デュポン ウォーター＆プロテクション 
VP兼最高情報責任者 
アンドリュー・ブライトン（Andrew Blyton）氏
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0303
A

I アプリケーションには、膨大なデータ
バースのデータの収集や格納、分析を可
能にする堅牢なデータインフラが欠かせ
ない。生成 AI のビジネス利用が目立つよ
うになったのは 2022 年後半であるが、

それ以前の調査でも、分析と AI のための統合データプ
ラットフォームが極めて重要だという意見は回答者の
約 70% を占めていた（図 5 参照）。

データインフラとデータアーキテクチャは、ソフトウェア
およびネットワーク関連のインフラに広く関わっており、
特にクラウド／ハイブリッドクラウド環境や、高性能 GPU
のようなハードウェアに対して重要な役割を担っている。
さらにデータ保護と AIに関するルールが増え続けている
現在、エンタープライズは安全性とセキュリティに悪影響
を与えることなくデータの価値を最大化するインフラを必
要としている。AIを本当の意味で民主化するために、ユー
ザーが自然言語でデータのクエリを実行し、複雑なタスク
を実行できるシンプルなインターフェースをサポートする
インフラが求められている。「アーキテクチャは分析の民主
化をサポートする方向に進んでいます。」とシェーファー氏
はいう。

AIの基盤

「私たちはこれまで、さまざまなテクノロジーを
導入して膨大なデータを収集してきましたが、
レイクハウスが最も優れた価格性能を提供する
ことを発見しました。」

デュポン ウォーター＆プロテクション 
VP兼最高情報責任者 
アンドリュー・ブライトン（Andrew Blyton）氏

データレイクハウスは、代表的なインフラの選択肢と 
なった。データレイクハウスは、従来のデータウェアハウ
スとデータレイクの特長を併せ持つ、ハイブリッド型アプ
ローチである。データウェアハウスは、1980年代、BIとエ
ンタープライズレポーティングをシステム化する際に注目
されるようになった。しかし、データウェアハウスはバッ
チ処理をベースとしており、リアルタイムでのサービスは
提供できない。さらに、新たなタイプや一般的でないタイ
プのデータには対応できない。データレイクは、より多く
の AIやデータサイエンスのタスクをサポートできること
から、近年利用されるようになった。しかし、データレイク
の構築は複雑で時間を要し、データ品質管理の点でも優れ
ているとはいえない。レイクハウスは、データレイクの柔
軟性と拡張性、データウェアハウスの管理性とデータ品質
という両方の長所を組み合わせたオープンなアーキテク
チャを提供している。
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米国退役軍人省にとってレイクハウスが最適なのは、プラ
イバシーやガバナンスのリスクを生むデータ移動の必要性
を最小限に抑えられるからである。「私たちはデータの移動
という大きな課題に直面しており、この課題に取り組むた
めに多大なリソースと専門知識を投入しています。」 
（シェーファー氏談）

複数のテクノロジーインフラに投資してきたデュポンも、
データレイクハウスを支持する企業のひとつである。ブラ
イトン氏はこう述べている。「私たちはこれまで、さまざま
なテクノロジーを導入して膨大なデータを収集してきまし
たが、レイクハウスが最も優れた価格性能を提供すること
を発見しました。それ以降はスケーリングへの投資を増や
しています。」デュポンにとって、データレイクハウスは、
長年の M&A活動や技術的負債を含む複雑な組織ポート
フォリオを可視化するものだ。「自社のビジネスに関する
データを理解するという目的で、データレイクハウスを採
用しました。複数の ERP データを取得して統合し、ユー
ザーに供給するというプロセスは、かつては手作業で行っ
ていました。これをほぼリアルタイムで行えるようにする
のが課題でした。」

レイクハウスは、複雑さを軽減し、専門的な知識を持たな
いユーザーでも高度なアクティビティを実行可能にする。
シェルは、ユーザーが動的に対話できる「エンタープライ
ズレイヤー」を構築した。オコネル氏は次のように述べて 
いる。「以前は、データストアにアクセスし、データを抽出
し、クレンジングし、さらにそこから複数の変換処理を行
う必要がありました。」レイクハウスは、ワークロードを実
行し、履歴分析とトレンドマッチングをユーザー自らが行
うことを可能にする。そして、クラウドサービスがエラス
ティックコンピューティングを提供する。

構造化データと非構造化データの両方をサポートするデー
タレイクハウスのメリットについて、オコネル氏は次のよ
うに述べている。「一般的なデータベースは、1種類のデー
タしかサポートされません。レイクハウスでは、複数種類
のデータがサポートされているため、より迅速な対応が可
能になります。データレイクハウスにより、全てのデータ
を 1つのアーキテクチャに集約できます。私たちはそこで
データを組み合わせ、ビジネス価値を見出しています。」 
これは、シェルのようなデータ集約型の企業にとっては 
極めて重要なことだ。予測型メンテナンスだけで見ても、
同社は 1万 7千のモデルと 4兆行のデータを保有しており、
世界中の施設に設置された 300万台のセンサーから 1日 
あたり 200億件のデータが追加されている。

データレイクハウスを採用している企業は、レイクハウス
のテクノロジーを実用的でインパクトのあるデータ・AIの
ユースケースを実現するデータ戦略の一環として利用して
いる。「データの民主化は多大なコストを要し、そのための
リソースも不足していました。現在、レイクハウスやハイ
ブリッド型レイクのトランザクションモデル、ソフトウェ
アツールが、ようやく十分に連携できる時代に突入しつつ

データの規模とコストの制御
オープンAIのGPT-3のトレーニングには 400万米ドル
以上のコストがかかる。メタの LLaMAモデルのトレー
ニングには 100万GPU時間と 240万米ドル以上のコス
トがかかる。13 AIモデルのトレーニングは大量のエネル
ギーを消費し、1年間で、米国の一般的な家庭 100軒分の
消費電力を超えることもある。14オープンAIのGPT-3の
トレーニングには 1,287MWhの電力が消費され、550ト
ン以上の二酸化炭素が排出された。15 オコネル氏によれ
ば、これらのモデルは、トレーニングに最大級の計算量
が必要とされるモデルの 1つである。

MosaicML創業アドバイザーであり、マサチューセッツ
工科大学で准教授を務めるマイケル・カービン（Michael 
Carbin）氏は次のように述べている。「大規模なモデルは
トレーニングにも実行にも多大なコストがかかり、モデ
ルのサイズと各インタラクションのコストの大きさはほ
ぼ比例しています。」OpenAIは、ユーザーが入力したク
エリを処理するのに毎月 4000万ドルを費やしていると
報告している。一方、Microsoftの Bingチャットボット
は、潜在的なユーザーベースにサービスを提供するため
に 40億ドルのインフラが必要だといわれている。16有望
な代替手段として考えられるのは、より効率的で小規模
なモデルである（次章参照）。

スタートアップ企業や研究者は AIモデルの効率を向上
させる新たな方法を開拓しつつあり、企業は今後、効率
性の優先度を上げる必要がある。デュポンのブライトン
氏は次のように述べている。「コストの増加に応じて、コ
ストの最適化と制御の方法に通じたエンジニアを採用し
ています。当社では最適化の専門家の採用が可能なため、
クエリ処理やコンピューティングの大幅な効率化はいず
れ実現します。」さらにデュポンは、クラウドコンピュー
ティングのコストもきめ細かく追跡し分析している。 
「社内に有能な人材がいても、確実な最適化のためにはベ
ンダーに任せる必要があります。ここでのアプローチを
誤ると、時間と性能の両方に大きな影響を及ぼしかねま
せん。」（ブライトン氏談）
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あります。特に医療・ヘルスケア業界では業務の改善やプ
ロセスの自動化が切望されており、効率化を可能にする
ツールの導入が急速に進むと考えられます。」（シェー
ファー氏談）

また、ブライトン氏は次のように述べている。「デュポン 
では、レイクハウスと、データレイクのようなツールを利

用してデータ基盤を構築し、MLアルゴリズムを実行して
います。これらのアルゴリズムとサードパーティのセン
サーによって予測型メンテナンスを強化し、機械の障害を
事前に検知して対応しています。これは極めて有用なビジ
ネスケースです。私たちは、この分野に投資することに
よって、実質的で測定可能な投資対効果を得ています。」

図 5︓エグゼクティブが考える AI活用の優先事項

AI／MLのユースケースの 
拡大によるビジネス価値の 
創出は最優先事項である。

そう思わない  8%
どちらともいえない 14%

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査（2022年）

78%
 

そう思う

AI／MLの柔軟な基盤としては、
マルチクラウド環境が望ましい。

そう思わない 12%
どちらともいえない 16%

分析と AIのためのデータ 
プラットフォームの統合は、 
自社のエンタープライズ 
データ戦略にとって極めて 
重要である。

そう思わない 12%
どちらともいえない 20%

データの問題は、AI／MLの 
プロジェクトにおける目標 
達成を阻む大きな要因となる。

そう思わない  9%
どちらともいえない 19%

68%
 

そう思う

AGREE

72%
そう思う

72%
 

そう思う

「一般的なデータベースでは、1種類のデータしかサポートされません。
レイクハウスでは、複数種類のデータがサポートされるため、 
迅速な対応が可能になります。」

シェル 情報デジタルサービス・オペレーション部門 
シニア VP兼最高情報責任者 
オーウェン・オコネル（Owen OʼConnell）氏

0404
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現
在、CIO および経営幹部は、サード
パーティ製の生成 AIプラットフォーム
を基に、自社の生成 AI をどのように構
築するかを検討するにあたり、権利の
帰属、パートナーシップ、制御に関する

前提条件の見直しを行っている。

汎用 AIプラットフォームに過度に依存していては、競争優
位性を高めることはできない。カービン氏は、特定の重要
な問題を解決する場合や、ビジネスの核となるようなシス
テムを構築する場合は、知的財産権が誰に帰属するが問題
になると考えている。また、ブライトン氏は次のように述
べている。「デュポンは科学とイノベーションの企業です。
当社の知的財産を保護し、セキュリティを保つために、
LLMモデルを社外に出さないようにする必要があります。
これは、極めて重要なポイントです。」

0404 購入 vs構築、 
オープン vsクローズド

競争リスクを生むのはできるだけ避けるのが賢明である。
カービン氏も、他社が構築した既存のモデルを使用する場
合の懸念事項として、「モデルを構築した企業にデータを利
用され、優位性を持たれてしまうリスクがある」と指摘して
いる。既存のモデルではさらに、クローズドモデルを強化
するデータ、データの重み付け、およびアルゴリズムに対
する可視性がなく、製品自体の機能とそのトレーニング
データについても変更される可能性がある。これは、再現
性が重要な科学的研究開発においては特に懸念されること
である。17

一部のCIOは、他社の生成AIプラットフォームの利用を制
限する措置を講じている。サムスンでは、従業員が
ChatGPTに社外秘のコードを入力したことが発覚した後、
ChatGPT の使用を禁止した。JP モルガン・チェース、
Amazon、Verizonなど、他にも多くの企業が利用を制限あ
るいは禁止している。

「特定の課題を解決しようとする場合や、 
ビジネスの中核となるシステムを構築する場合は、 
知的財産権が誰に帰属するが問題になります。」

マサチューセッツ工科大学 准教授 
MosaicML 創業アドバイザー 
マイケル・カービン（Michael Carbin）氏
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オコネル氏は、シェルの企業戦略などの重要な情報が
ChatGPTに流出することはなんとしても避けなければな
らないと話す。さらに、LLMはオンライン上のデータ全て
を利用しており、企業は今後、そもそもどのようなデータ
をオンライン上に公開すべきかについて、より慎重になる
だろうというのがオコネル氏の考えである。「誰かが自社の
データから価値を得ようとしていることに、企業は気づき
始めています。」

さらに懸念されるのは、不正確で信頼性に欠けるアウト
プットである。最大規模の LLM は、規模が大きいゆえに
ネット上の偽情報に汚染されている。Databricksの共同創
業者兼最高技術責任者であり、カリフォルニア大学バーク
レー校のコンピュータサイエンス准教授でもあるマテイ・
ザハリア氏によれば、これは、より集中したアプローチが
正しいことを裏付けるものであるという。同氏は、「分野を
限定すればするほど、Web上の無価値な情報や不要な情報
を避けることができる。」と述べている。

このような超大型モデルは、企業が独自かつ容易に構築で
きるものではない。この種のコンピューティングは、その
手間とコストから、規模の大きな組織以外には手が届か 
ない。例えば、OpenAIは、ChatGPTのトレーニングに 1万
基の GPUを使用したとされている。18 現在のところ、大規
模なモデルを構築できるのは、最高レベルのリソースを持
つ限られたテクノロジー企業のみである。

そこで、現実的な解決策となるのが小規模なモデルである。
カービン氏は次のように述べている。「これまでの『モデル
の構築には 5兆のパラメータが必要だ』という考え方から、
『実際に利用するデータに対するパラメータの数は、700
億、100億、300億、500億で済むのではないか』に変わっ
ていくのではないでしょうか。人類の知識を網羅した汎用
モデルから、企業のニーズにあった、本当に必要とされる
高度な知識を集約したモデルに変えることで、複雑さが軽
減されます。」

これらのモデルは、小規模ではあるが性質が劣るものでは
ない。生成モデルは、一連の BERTモデル（生物医学関連の
BioBERT、法律関連の Legal-BERT、フランス語テキスト
の CamemBERT）19 に代表されるように、特定の分野向け
に調整され、必要とするデータがより少ないものに変わり
つつある。ビジネスのユースケースによっては、幅広い知
識は捨てて、ビジネスに合った特定の知識を選択するこ 
とも考えられる。「それぞれの分野の専門知識を集約した 
モデルを求める時代になりました。一度この戦略を取り入
れた企業は、成功する方法が他にもあることに気づき始め
ます。」（カービン氏談）

Dolly︓30米ドルの 
会話型 LLM
2023年 3月、Databricksは、生成AIの民主化を目的と
したオープンソースの LLM「Dolly」をリリースした。20 

30 米ドル以下でトレーニングされた Dolly には、
ChatGPTのような会話能力（ユーザーが会話形式で
指示を出せる）が備わっている。これは、Meta の
LLaMA ツールをベースに、Databricks の従業員が 
クラウドソーシングした高品質のインプットを使い
微調整されたものである。世界初のクローン哺乳動物
にちなんで名づけられた Dollyに必要なパラメータは
わずか 60億個であり、1750億個のパラメータが必要
な GPT-3の 3.5%にも満たない。

Databricks のマテイ・ザハリア氏は、数千億のパラ
メータを持つような最高級のモデルは、トレーニング
と実行に膨大なコストがかかると指摘している。その
ため、多くの企業は ChatGPTのようなプロプライエ
タリなツールに頼るか、莫大なコストとリソースを費
して独自のツールを構築することになる。ハードウェ
アとソフトウェアの効率化が進めば、将来的にコスト
が低くなることが期待できるが、何兆ものパラメータ
を持つモデルを構築することは多くの組織にとって
現実的ではないとザハリア氏は語る。

Databricks は、一握りの大企業向けに作られた AI
ツールに代わるものを提供することを目標に、オープ
ンソースのコードとデータを駆使して商用利用も可
能なオープンソースのチャットモデルを開発した。
「私たちが調査したかったのは、公開されているデー
タセットのみを使用して LLMを構築した場合のコス
トでした。すなわち、オープンソースのコードを利用
し、オープンソースで誰もが実行可能なトレーニング
データのみを使用して構築した場合のコストはどれ
くらいかということです。」（ザハリア氏談）

Databricks は、Dolly のトレーニングコード、データ
セット、モデルの重みをオープンソース化した。2023
年4月にリリースされたDolly 2.0は、商用利用が許可
された初のオープンソース LLMである。21これにより、
企業は自社のデータと Databricksのデータセットを
組み合わせて、IPや企業情報を損なうことなくパーソ
ナライズされたアプリケーションを構築できる。

Dollyのようなプラットフォームは、独自のツールを
低コストで構築・カスタマイズできるようにすること
で、生成 AIを民主化している。
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Metaが提供するLLaMAのような小型のオープンソースモ
デルは、大規模なモデルに匹敵する性能を備えており、イ
ノベーション、共有、共同作業を可能にする。あるチームは、
LLaMAの重みづけを利用して 600米ドル以下のコストで
LLMを構築した。GPT-4のトレーニングでは、1億米ドル
のコストがかかっていた。Alpacaと呼ばれるこのモデルは、
タスクを選べば、基となったモデルと同等の性能を発揮 
する。オープンソースの特長である透明性により、研究者
やユーザーは、これらのモデルの偏りや欠陥を容易に発見
できる。

「このテクノロジーは、多くの組織が利用できます。
OpenAIや Google、Microsoftのような世界的な大企業だ
けでなく、中規模企業やスタートアップ企業でも利用可能
です。」（カービン氏談）

ザハリア氏によれば、データは、企業の競争力を維持する
ための手段として認識されるようになってきており、
BloombergGPT（金融に特化した LLM）のように、企業が
自社のデータで何ができるかを考え、独自のモデルを構築
して商用化するケースが増えてきている。

「企業は、これらのモデルを自社のデータで拡張し、カスタ
マイズし、さらに、自社のニーズに最適なアプリケーショ
ンへの統合をめざすでしょう。サードパーティプロバイダ
が提供する大規模なモデルは全て、Web上のデータを用い
てトレーニングされています。しかし、各組織には、これら
のモデルがまだ学習していない独自の概念やデータが存在
します。注目すべきは、膨大な量の追加データやトレーニ
ング時間を必要とせずに、これらのモデルに新しい分野の
データを学習させることができる点です。」（ザハリア氏談）

「サードパーティプロバイダが提供する大規模なモデルは全て、 
Web上のデータを用いてトレーニングされています。しかし、各組織には、 
これらのモデルがまだ学習していない独自の概念やデータが存在します。」

Databricks 共同創業者兼最高技術責任者 
カリフォルニア大学バークレー校コンピュータサイエンス准教授 
マテイ・ザハリア（Matei Zaharia）氏
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0505AIは仕事を奪うのか

「私たちが導入を進めているテクノ 
ロジーでは、医師が AIの開発に参加
することができます。そうすることで
検証の精度が上がり、開発された 
モデルの信頼性が高まります。」

KCVAメディカルセンター 
ヘルスインフォマティクス最高責任者兼 
国立 AI研究所 AIソリューションアーキテクト 
リチャード・スペンサー・シェーファー
（Richard Spencer Schaefer）氏

本レポートのインタビューに回答した CIOおよび学者は、
生成 AIが企業や社会全体に及ぼす影響について楽観的な
見解を示している。AIは、労働力不足の医療・ヘルスケア
のなどの領域に大きく貢献するが、将来も人間の専門家が
不可欠であることは変わらないと考えている。「AIに職を
奪われるのではないかと懸念する声はありますが、医療・
ヘルスケアの世界においては、その点は大きな問題になっ
ていません。私たちが導入を進めているテクノロジーでは、
医師が AIの開発に参加することができます。そうすること
で検証の精度が上がり、開発されたモデルの信頼性が高ま
ります。」とシェーファー氏はいう。アノテーション、キュ
レーション、データセットへのモデルの適用、責任ある AI
の提供には、依然として人間の力が必要である。「AIを本格
的に研究に活用できるようになるまでには時間がかかり 
ます。現時点ではまだ多くのサポートが必要です。」（オコ
ネル氏談）

電
話からデスクトップコンピュータに至
るまで、日常のテクノロジーが飛躍的
に進歩するたびに、仕事を失う可能性
や人間の技能や技術への脅威について
の懸念が生じる。しかし、生成 AI は、 

これまでにない広範囲のタスクの自動化を可能にし、
新たな段階を迎えているようである。これまでと違う
のは、自動化の影響が特に大きいと考えられるのがハ
イエンドなテクノロジーやクリエイティブの領域だと
いう点である。

アクセンチュアは、さまざまな業界において労働時間の
40%が生成 AIによって自動化または補完され、そのなか
でも、銀行、保険、資本市場、ソフトウェアの領域は、AIに
よる自動化の可能性が高いと分析している。23 マッキン
ゼーは、現行の労働時間の 60～70%にあたる業務が生成
AIおよび関連テクノロジーによる自動化の対象となると予
測している。生成 AI登場以前の予測は 50%であった。24

ゴールドマン・サックスは、米国の職業の 3分の 2が AIに
よる自動化の影響を受けると予測しているが、これが大規
模な雇用喪失につながるとは考えておらず、次のように述
べている。「ほとんどの職種および業界において自動化の影
響は部分的であり、仕事が AIに置き換えられるのではなく、
AIで補完される可能性が高い。」さらに、テクノロジー関連
の雇用の喪失は、喪失分を補填あるいは上回る雇用が新た
に生じると予測し、「過去80年間の雇用増大の85%以上が
テクノロジーの出現によって生じたことで説明できる。」と
している。25
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生成 AIはさらに、これまで一部の従業員に限られていた技
術的な能力の利用を民主化することで、エンパワーメント
も実現する。企業は既に、参画を促すための措置を講じて
いる。「社内に、必ずしも ITの専門家ではない実務家のコ
ミュニティを構築しました。ビジネスユーザーが自らダッ
シュボードを作成し、データから独自の知見を得られるよ
うにするのが目的です。」とブライトン氏はいう。2022年
の調査結果では、このようなデータの民主化は、企業が AI
から具体的な利益を生み出す方法として上位に挙げられて
いる（図 6参照）。

ブライトン氏はまた、この先、AIの活用アイデアが従業員
から生まれるようになり、組織内にセルフサービスと起業
家精神の機運が高まると予測している。オコネル氏による
と、ここ数か月の報道ラッシュによって事業部門のリー
ダーたちが AIを意識するようになり、既に AIアプリケー
ションの「デマンドプル」が発生しているため、技術部門は
もはや AI のアイデアをわざわざ売り込む必要はないと 
いう。

過去 10年間、ソフトウェアプログラミングは、ビジネスに
おいて最も需要が高く、高給が得られる職業のひとつで
あった。しかし、ここにきて生成 AIツールがその能力を発
揮しつつあり、関係者の間に不安が広がっている。ただし、
本レポートでインタビューした CIOや技術リーダーは、 
楽観的な見方を示している。彼らは、業務効率化や責任あ
る AIといった専門分野への需要が高まると予想しており、
プログラマーは、より高価値で、生産的な仕事に関心を向
けるようになるだろうと考えている。ブライトン氏はこう
問いかける。「従業員にお願いして、6時間分のコードをエ
ンジンに入力させて、3日間かけてデバッグする必要があ
るでしょうか︖そんなことをやめれば、大きな効率化が見
込めると思います。」

プログラマーの仕事は、初期段階のアイデアを具現化し、
ビジネスですぐに使えるようなガイド役に変わってゆく 
ことに期待する声もある。ブライトン氏は次のように予測
する。「近い将来、英語などの普通の言語を使ってコードを
生成できるようになることは想像に難くありません。1年
そこそこで、ビジネスユーザーが分析の一部を英語で行う
ようになり、出力されたコードをより完全なものにするこ
とが私の仕事になるかもしれません。」また、ストッダート
氏によれば、AIにおけるこの流れは既に加速していると 
いう。「このモデルを扱うには数学と科学の知識を持った人
材と、深い分析的思考を持つ人材が必要です。私の分野で
は、分析、モデルの操作、逸脱の理解、コーディングへと役
割が移行しています。」

図 6︓データと AIに関する主要な投資領域
ROIの観点から有効な AI／MLの投資領域はどこかという 

質問に対して、多くのビジネスリーダーが、データアクセスの民
主化と BIインフラの構築では既に ROIが達成されていると回答
している。

（選択肢から上位 3つの回答、回答者の割合）

出典︓MITテクノロジーレビュー・インサイトの調査（2022年）

データの民主化（組織内外でのデータ共有）

50%0%

BI・分析インフラとツール

50%0%

データガバナンス・管理

50%0%

機械学習インフラ

50%0%

人材・スキル開発

50%0%

データ品質の改善

50%0%

データの取得

50%0%

データインフラの統合

50%0%

オープンソーススタンダード／フォーマット

50%0%

プロセスのリエンジニアリング

50%0%

クラウドへの移行

50%0%

AIスタートアップ企業の買収

50%0%

32%

32%

29%

29%

26%

24%

24%

24%

22%

20%

19%

19%
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CIOは、AIを人間の従業員のライバルではなく、有能な助
手と位置づけている。ザハリア氏は、今後経営幹部が意思
決定に必要な精度の高いデータを LLMによって取得でき
るようになり、アナリストはオンデマンドのレポート要求
に対応する時間を節約できるようになると予測している。
「しかし、多くの計画を必要とする極めて複雑な仕事を、全
自動でこなせるようになるとは思えません。言語モデルで
できるような超シンプルなことだけを仕事にしている人は
いないからです。」とザハリア氏はいう。ストッダート氏も
同意見だ。「生成 AIがあれば、あらゆるレベルのクリエイ
ターが自分の言葉やジェスチャーを使ってコンテンツを生
成できるようになります。しかし、AIが人間に取って代わ
ることはないと思います。むしろ、人間のアシスタントに
なるでしょう。」

Adobeでは、従業員の共感を得るためにチェンジマネジメ
ントのプロセスが必要だった。ストッダート氏は次のよう
に述べている。「社内では、AI／MLをヘルパーだと考えてい
ます。実際に従業員の仕事を手伝い、価値を生む活動にか
ける時間を増やしてくれる存在です。AI／MLを導入した当
初、社内は懐疑的でした。しかし、実際に価値創出に多くの
時間を費やすことができるようになり、場合によっては自
分の技能がアップすることがわかったときから、信じても
らえるようになりました。」

テクノロジーの民主化は、社会全体に及ぶ可能性がある。
「プログラミングやデザインソフトの操作ができなかった
人々にとって、このような新たなチャンスは何を意味する
のでしょうか︖テクノロジーにアクセスし、ソフトウェア
をプログラミングしたり操作したりする際の障壁を下げる
ことになるでしょう。デザイン・ソフトウェアに自然言語
インターフェイスが登場したことによって、これまでクリ
エイティブのプロにしか使えなかった極めて難しいツール
が容易に操作できるようになりました。」（カービン氏談）

失敗に対する恐れからくるリスク回避や企業文化的要素も、
AI導入の推進にあたっては対処する必要がある。コスモエ
ネルギーホールディングスで常務執行役員 CDOを務める
ルゾンカ典子氏は次のように述べている。「長い間日本の組
織に属していた、あるいは日本で組織を管理してきた人た
ちは、一定のスタイルに慣れてしまっているため、斬新な
アイデアを常に提案し、変化の推進に熱心なビジネス部門
の新しいメンバーに比べて、リスクを取ることを歓迎しな
い傾向があります。企業として新しい取り組みに適応し、
活用するには時間がかかるかもしれません。しかし、改善
は日本人が得意とするところであり、この点では恵まれて
います。AIをビジネスに活用することに慣れていけば、日
本のビジネスが大きく改善され、変化していくに違いあり
ません。日本のビジネスにとって AIには大きな可能性があ
ると信じています。」

ルゾンカ氏は、組織が繁栄するためにはデータと AIを受け
入れていく必要があると指摘する。「今後 5年から 10年後
には、各社の迅速な導入を目の当たりにするとともに、適
応できない企業は、どんなに大きくても、消えゆく運命に
あることがわかるでしょう。」

「今後 5年から 10年後には、各社で迅速な導入が進むでしょう。 
適応できない企業は、大企業であっても消えゆく運命にあることが 
明らかになるでしょう。」

コスモエネルギーホールディングス 
常務執行役員 CDO 
ルゾンカ典子（Noriko Rzonca）氏



19MITテクノロジーレビュー・インサイト

A
I、特に生成 AI には、ガバナンスに関して
既存のフレームワークを超える厳しい課
題が伴う。導入する生成 AI が、データの
要秘匿性を考慮せずに、取り込み可能な
あらゆるデータを吸収し、結果を生成す

るモデルである場合、組織は新たなアプローチでセ
キュリティとプライバシーの対策を講じる必要がある。
エンタープライズはまた、爆発的に増大するデータ
ソースや機械的に生成されたデータ、あるいは出所が
疑わしいデータを扱わなければならず、統一された一
貫性のあるガバナンスのアプローチを必要としている。
また、立法機関や規制当局は、生成 AI の利用によるリ
スクに対して意識を高めており、訴訟の提起や、使用制
限、欧州連合（EU）における AI 規制法のような新たな
規制の制定につながっている。

それゆえに、CIOは AIツールを導入する前に、情報の偏り
や著作権侵害、プライバシーやセキュリティの侵害といっ
た、さまざまなリスクを管理するための対策を講じる必要
がある。オコネル氏はシェルにおけるリスクマネジメント
への取り組みについて次のように述べている。「法務、財務、
データプライバシー、倫理、コンプライアンス部門全体で、
時間をかけてポリシーとフレームワークを見直し、AI導入
の準備と適応を確認してきました。」

リスクと責任

「ビジネスモデル全体が自社の 
知的財産に基づいている場合、 
これらの保護は何よりも重要です。」

デュポン ウォーター＆プロテクション 
VP兼最高情報責任者 
アンドリュー・ブライトン（Andrew Blyton）氏

0606
懸念事項のひとつは、膨大な量の新たなデータが可視化さ
れ、利用可能になり始めたなかで、どのようにしてプライ
バシーを保護するかである。シェーファー氏は次のように
述べている。「このテクノロジーはまだ初期段階にあり、 
トレーニングや、検証、ドリフトの分析のために大規模な
データセットがさらに必要です。」また、米国退役軍人省 
では、膨大な量のデータが可視化されることで、患者の健
康情報の秘密が侵害されるリスクが増えることも懸念して
いる。「私たちは、連邦政府が管理し、セキュアでコン
ピュート機能の高いクラウドリソースに多額の投資を行い
ました。」（シェーファー氏談）

商業上のプライバシーと知的財産権の保護も懸念事項のひ
とつである。デュポンのブライトン氏は次のように述べて
いる。「ビジネスモデル全体が自社の知的財産を基礎に成り
立っている場合は、その保護が何よりも重要です。私たち
の社内文書を入手しようとする不心得者はたくさんいます。
このため、知的財産の新たな盗難手段を作ってしまうこと
がないように、常に気をつけています。」

データガバナンスにおけるその他の懸念事項は信頼性で 
ある。LLMは、膨大な量のコンテンツから新たなコンテン
ツを合成する学習エンジンであり、真と偽を区別しない。
ザハリア氏は、情報の一部が不正確だったり、古いもので
あっても、モデルは記憶してしまう問題を指摘している。
これは、エンタープライズ環境における問題であり、モデ
ルに与える情報については、企業が細心の注意を払う必要
があると話す。ブライトン氏はさらに「ChatGPTの興味深
い点は、同じ質問を2回聞くと、微妙に異なる2つの答えが
返されることです。これには、サイエンスやイノベーショ
ンに携わる企業の人々も懐疑的な見方をしています。」と追
加している。

説明可能性は、AIの導入においてステークホルダーの信頼
を獲得し、テクノロジーのビジネス価値を証明するための
カギである。この種の説明可能性は、AIのガバナンスと規
制において既に優先事項となっている。特に、クレジット
カードのスコア付けや、刑事司法制度における再犯リスク
の予測といった人生を左右する決定にアルゴリズムが利用
され始めているからである。批評家たちは、秘密性や公益
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性の高い領域における AIシステムはブラックボックスで
あってはならないと主張し、「アルゴリズム監査」への注目
が高まっている。

「医療・ヘルスケアの領域では、モデルの説明可能性の高さ
は極めて重要です。私たちは、説明可能性を支援するモデ
ルレジストリのツールの開発に加え、モデルカードの作成
に取り組んできました。モデルカードとは、ガバナンス文
書の一種で、モデルのトレーニング、長所、弱点に関する標
準化された情報を提供するものです。もちろん、アルゴリ
ズムの選択も、説明可能性の高いモデルを構築するための
重要な考慮事項です。」（シェーファー氏談）

コスモエネルギーホールディングスのルゾンカ氏は、AI活
用におけるガバナンスの強化と、従業員へのエンパワーメ
ントをバランスよく組み合わせることを考えている。「私た
ちは、ガバナンス規定を策定し、従業員への教育を実施し
ています。並行して、導入が容易で成果を出しやすい取り
組みも進めています。」ルゾンカ氏は、データと AIへのアク
セスの民主化と、ガバナンスの一元化を並行して進めるこ
とで、ガバナンスの強化とエンパワーメントのバランスの
維持を図っている。「私自身があらゆることを直接行うので
はなく、関係する従業員全員に権限を委譲することで、自
己の業務遂行能力に気づく機会を提供できればと考えてい
ます。チームに権限委譲できたことで、私は、データ関連の
あらゆる面倒な問題を回避するためのセキュリティやデー
タガバナンスの確保に注力しています。」（ルゾンカ氏談）

クリエイティブのための有能な助手︓Adobeの AI
クリエイティブ業界は生成 AIを採用
し、デザインのプロフェッショナルに
魅力的な新しい能力を与えようとし
ている。ソフトウェア会社の Adobe
は現在、Adobe Fireflyと呼ばれる画
像 生 成 AI に よ り、Photoshop や
Illustrator、Expressおよび、エンター
プライズ製品の能力を新たな高みへ
と拡張するクリエイティブ機能を提
供している。

さらに、顧客体験ワークフローの有能
な助手となる機能 Adobe Sensei 
GenAIを開発し、Adobe エクスペリ
エンスクラウドの高速化と生産性の
向上を図っている。これにより、コン
テンツのパーソナライズ、編集、会話
型エクスペリエンスなどの分野で、企
業の生産性と効率を向上させること
ができる。

Adobeでシニア VP兼最高情報責任
者を務めるシンシア・ストッダート氏
は次のように述べている。「生成 AIに
より、AI の可能性と展望が飛躍的に
高まりました。ツールはさらに強力に
なり、できることが増えています。こ
れにより、クリエイターとコンピュー
タは、簡単で、より自然で、直感的な
会話ができるようになっています。」

Adobe は、自社のバックオフィス 
プロセスの最適化にも AIを活用して
いる。社内では、顧客からの問い合わ
せチケットの分別を人間が介入せず
に行えるよう自動化を進め、作業負荷
を軽減するとともに、顧客に迅速な解
決を提供している。

さらに、AIを導入して各部門で使用
されている膨大なソフトウェアソ
リューションをカタログ化し、重複を
排除して、支出を合理化し、テクノロ
ジースタックを簡素化している。

Adobeは、「自己修復」ツールも構築
した。このツールは、実際の、あるい
は発生しうる技術的な問題を特定し、
システム管理者が夜中に呼び出され
て修正しなければならないような障
害を、自動的に修正するものである。

「企業として、AIは、お客さまに最適な
体験を提供するうえでの中核を担っ
ています。IT組織としても同様に、AI
機能を投入することで業務を効率化
しています。」（ストッダート氏談）

「生成AIにより、AIの可能性と展望が
飛躍的に高まりました。クリエイター
とコンピュータの新たな形での会話
が可能になりました。」

Adobe 
シニア VP兼最高情報責任者 
シンシア・ストッダート（Cynthia Stoddard）氏
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「あらゆるデータとモデルに対して、
緊密に統合されたガバナンスモデル
とガバナンス構造が必要だと考えて
います。」

KCVAメディカルセンター 
ヘルスインフォマティクス最高責任者兼 
国立 AI研究所 AIソリューションアーキテクト 
リチャード・スペンサー・シェーファー
（Richard Spencer Schaefer）氏

生成 AIのリスク管理においてガバナンスの統合が重要で
あることは、本レポートのインタビューで共通のテーマと
して挙げられていた。米国退役軍人省のシェーファー氏は
次のように述べている。「あらゆるデータとモデルに対して、
緊密に統合されたガバナンスモデルとガバナンス構造が必
要だと考えています。私たちは、ツールとプロセスを完全
に一元管理して、エンタープライズデータ構造を構築する
ことに、これまで以上に重点を置いています。」ガバナンス
の統合はこれまでも常に必要とされていたが、生成 AIの出
現によって、そのニーズはさらに高まっている。「標準化さ
れておらず、明確に定義されていないデータがモデルを通
過し、それがバイアスやモデルドリフトにどのようにつな
がるかのリスクは、より重要な側面となっています。」
（シェーファー氏談）

ストッダート氏は、Adobeの AI監視プロセス全体に幅広
い意見を反映させることの重要性を指摘している。「プロセ
ス全体をとおして多様な監視の要素を取り入れることが重
要です。民族、性別、性的指向などの多様性や、思想や職業
経験の多様性をプロセスや AI影響評価に一体となるよう
に取り込む必要があります。」組織全体での可視性も重要で
ある。シェーファー氏は次のように述べている。「私たちの
優先事項は、開発中のモデルの概要を視覚的に表示できる
ガバナンスツールの導入です。そのツールがあれば、いつ
でも経営陣がモデルについて質問したり、ステークホル
ダーがレビューできます。」

スタートアップ企業のAnthropicが提唱するConstitutional 
AI（憲法 AI）というアプローチでは、LLMがコンテンツ制
作の指針として準拠するのは、人間のフィードバックでは
なく、あらかじめ与えられた「憲法」すなわち遵守すべき特
定の価値観と原則である。26憲法的アプローチにより、例え
ば、有害または差別的な出力を回避するなどのように、モ
デルは憲法に示された規範に従って動作する。

AIテクノロジーがエンタープライズにもたらすリスクは相
当なものである。しかし、その反面で、AIテクノロジーは一
部のビジネスリスクを軽減するうえで大きなちからを発揮
する。「モデルの結果の分析や、ユーザーのコメントからの
フィードバックの分析は、言語モデルを活用することで容
易に行えるようになります。そのおかげで、システムが悪
さをしているかどうかは容易に検知できます。少しずつで
すが、既にその成果は現れています。」とザハリア氏はいう。
2022年に実施した調査では、経営幹部が回答した AIの利
用による具体的な効果の最上位は、セキュリティ・リスク
マネジメントの向上（31%）であった。一方で、2025年まで
の間に期待できる効果の上位 3項目は、不正検知（27%）、
サイバーセキュリティ対策（27%）、リスクマネジメント
（26%）であった。

生成 AIのような強力な新技術には、多大なリスクと責任が
伴う。インタビューの回答からもわかるように、意欲的な
AIコミュニティの実務者やスタートアップおよび企業は、
環境の持続可能性への取り組みと同様に、公益の関心、優
れたガバナンス、ブランド保護を組み合わせて、AIガバナ
ンスのリスクマネジメントへの取り組みをさらに強化して
いくと考えられる。
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0707結論

「その頃コンピュータを学んだ人は、すばらしいキャリアを築いたのでは 
ないでしょうか。今私たちは、当時と同じような転換期を迎えています。 
テクノロジーを受け入れることでメリットを享受できます。」

デュポン ウォーター＆プロテクション 
VP兼最高情報責任者 
アンドリュー・ブライトン（Andrew Blyton）氏

A
I は、過去半世紀にわたって何度も進展と
停滞を繰り返してきた。エンタープライ
ズにおける AI の活用は、最近まで、パイ
ロットプロジェクトや、IT・財務のよう
な特殊な業務に限定されていた。しかし、

生成 AI の時代の到来により状況が一変し、全社的な AI
活用への移行が始まりつつある。

生成 AIを単なる一過性のものとして一蹴する実務者はほ
とんどいない。批評家たちは、むしろその能力を好意的に
見ている。しかし、エグゼクティブや専門家は、組織は生成
AIから新たな価値を得ると同時に、導入によって生じるリ
スクにも対処しなければならない考えている。営利組織も
政府・公共機関も同様である。AIを活用してイノベーショ
ンを促進し、生産性を向上させることと、将来の事故やト
ラブルを予測し、リスクを軽減するガードレールを設ける
ことの間で微妙なバランスを維持する必要がある。

先見性のある CIOは、このような留意点を念頭に置きつつ、
この AI時代に断固とした姿勢で挑んでいる。ブライトン氏
は次のように述べている。「コンピュータとインターネット
の革命を経験した人は、コンピュータが初めてオンライン
になったときのことを憶えているはずです。その頃コン
ピュータを学んだ人は、すばらしいキャリアを築いたので
はないでしょうか。今私たちは、当時と同じような転換期
を迎えています。テクノロジーを受け入れることでメリッ
トを享受できます。」
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Databricksについて
DatabricksはデータとAIの企業です。コムキャスト、コンデナストをはじめ、フォーチュン 500企業の過半数を
含む世界中の 10,000を超える企業が、Databricksのレイクハウスプラットフォームを利用して、データ、分析、
AIの統合を実現しています。Databricksは、米国カリフォルニア州サンフランシスコに本社を置き、世界中に事
業所を配しています。Apache Spark™、Delta Lake、MLflowのクリエーターによって創立され、企業のデータ
チームが抱える、世界の最も困難な課題を解決するための支援を提供しています。2023年 4月、Databricksは、
世界初のオープンソースの LLM「Dolly」をリリースしました。Dollyは、人間が生成した指示命令データセットを
基に微調整された、研究および商用利用が可能な命令追従型 LLMです。Twitter、LinkedIn、Facebook での 
情報発信も行っています。ぜひご覧ください。

MITテクノロジーレビュー・インサイトについて
MITテクノロジーレビュー・インサイトは、世界で最も長い歴史のあるテクノロジー誌「MITテクノロジーレ
ビュー」のカスタム出版部門です。世界中の一流のテクノロジー機関による支援を受け、現代の主要なテクノロ
ジーおよび、ビジネスにおける課題に関するライブイベントのプロデュースや調査を行っています。インサイト
では、米国内外で定性的かつ定量的な調査・分析を実施し、論文、レポート、インフォグラフィック、動画、ポッド
キャストなど、多岐にわたるコンテンツを発行しています。また、拡大を続けるMITテクノロジーレビューのグ
ローバルインサイトパネルでは、世界中の企業の経営陣やイノベーター、起業家の広範なネットワークを通じて、
調査や詳細なインタビューを実施しています。
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